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環境学習を応援します

市民から見た「協働」とは

中国・五三街道から訪問団

思い思いの花を咲かせる

それぞれの立場から課題を模索

　市職員が出向き、工作を通じてリサイクルを呼び

かける「ペットフラワー教室」が７月２３日、堀金

小学校で開かれました。この日は、同校の約１００人

が参加し、たまごパックとペットボトルを加工した

高さ２０㌢ほどのペットフラワーを作りました。工

作が終わり、職員が市のリサイクルの現状などを説

明すると、子ども達は熱心に話に聞き入っていまし

た。４年生の平林咸織くんは「楽しくできた。ペッ

トボトルの行方など知らないことが多かった」と話

しました。市では今後も、要請に応じて教室を開催

する予定です。

　市が策定を目指す「市民と行政の協働指針」への

提言づくりを行う市民会議が７月１８日、堀金総合

支所で開かれました。初回となるこの日は、２７人

の参加者が４班に分かれ、協働が抱える課題につい

て話し合いました。

　各班は「協働の解釈が人によって違い、意味が分

からない」、「市職員の意識も低い」、「情報交換の場

が少ない、情報が伝わらない」などの課題をそれぞ

れにまとめ、発表しました。会議は１２月までに独

自の指針案をまとめ、市の策定チームに提言する予

定です。

「友好関係をさらに深めたい」と語る

　中国遼寧省の自治区･五三街道の訪問団が７月３日、

市役所を訪れ、平林市長と会談を行いました。五三

街道は、旧三郷村が平成１０年に友好都市提携を結び、

相互訪問を行うなどの交流を重ねてきました。今回は、

市が発足してからは、初めての訪問となりました。

　五三街道事務所・温副主任は、「安曇野市は現代

的な田園都市という印象。さらに友好関係を深めた

い」と求め、平林市長は「今後ともお付き合いをお

願いしたい」と応えました。
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地域福祉計画 ３２のアクションプランを提言

皆が幸せ暮らせるまちを目指して

　地域福祉計画策定の市民の取り組みとして設置された「福
祉のまちづくり検討会」の最終報告会が７月１４日、豊科
ふれあいホールで行われました。
　この日は、検討会からこれまでの活動成果をまとめた３２
のアクションプランが提言されました。今後、この提言を
踏まえた検討が策定委員会で行われ、来年３月には計画が
完成する予定です。提言書の内容は、各総合支所市民福祉
課福祉係、穂高健康支援センター窓口、または、市ホーム
ページで閲覧できます。（お問い合わせ：穂高健康支援セ
ンター内社会福祉課福祉総務係 ℡８１・０７１６）
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